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論文内容の要旨 

 
本論文では，近年利用者が急増しているインターネット上の質問回答サイトにおいて，質問文

と回答文のミスマッチング等による問題を解消することを目的として，質問回答文の印象に着目

して，質問者に対して適切な回答者を引き合わせる手法を提案している． 
 まず，質問回答文の印象を表す因子を求めるために，50 個の印象語を使用して，Yahoo!知恵袋

に実際に投稿された 12 組 60 個の質問回答文に対して，質問回答文の印象評価実験を実施してい

る．実験結果に因子分析を施し，質問回答文の文体や内容を表す印象は，的確性，不快性，独創

性，容易性，執拗性，曖昧性，感動性，努力性，熱烈性の 9 個の因子により表現されることを示

している． 
 次に，文章の特徴量からの文章の因子得点の推定を，重回帰分析を用いて行っている．文章の

数や品詞，ひらがな，漢字，カタカナの数ならびに出現比率や，感嘆符や疑問符のような具体的

な記号のように，形態素解析を通して求められる構文情報や，「です」「か」「ない」などの文末表

現を使用する．また，人間の言語処理過程に大きな影響を及ぼす特徴量として，単語心像性，単

語親密度，表記妥当性も使用している．このような 77 個の文章の特徴量を使用し，二次項と多重

共線性を考慮した分析の結果，全 9 因子に対して良好な推定結果が得られることを示している． 
 さらに，質問文の印象と類似している回答文の印象により，質問文に回答を施すことができる

適切な回答者を探索することが可能であるという前提で，質問文の因子得点と既に投稿された回

答文の因子得点との距離を計算し利用することで，新規に投稿された質問文に適切な回答を施す

ことが可能な回答者を探索する可能性を検証している．検証の結果，上位での出現回数と質問回

答文間の距離を考慮することにより，質問文に適切な回答を施すことが予期される回答者を選択

することに役立てる可能性を示している． 
 この観察に基づき，出現回数と距離に基づいたスコアに応じて適切な回答者を決定し順位付け

る手法を提案している．そして，提案手法を実験的に評価し，提案手法は，スコアの平均値なら

びに距離に基づく手法よりも良好に回答者を推薦できることを示している．また，提案手法は，

平均程度以上の回答者を得るには良好であることを示している． 
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論文審査の結果の要旨 

 

本研究は，インターネット上の質問回答サイト利用者の増加による質問文の急増に伴い，回答

者の興味や専門性に合致した質問を発見するのが困難になり，誤った回答により誤った知識を習

得してしまうといった問題を解決することを目的として，質問者に対して適切な回答者を引き合

わせる手法を提案している． 
申請者の研究は，この問題を質問回答文の印象に着目して解決しようとするものである．まず，

質問回答文の印象を表す因子を求めるために，50 個の印象語を選出し，Yahoo!知恵袋に実際に投

稿された 12 組 60 個の質問回答文に対する印象評価実験を実施し，実験結果に因子分析を施すこ

とで，質問回答文の文体や内容が 9 個の因子により表現されることを示している．次に，質問回

答文の各因子の度合い（因子得点）が求められる文章の特徴量を特定するとともにそれらの特徴

量から因子得点を推定する式を導出し，この推定式を用いて因子得点が精度良く推定できること

示している．このようにして求められる質問回答文の因子得点を使用して，ある質問文に対して

これまでの回答文との類似度が上位に出現する回数とその類似度に基づいて，質問文に適切な回

答を施すことが可能な利用者を選出する手法を提案している．そして，提案手法を他の手法と比

較して評価し，提案手法の優位性，ならびに，平均程度以上の回答者を得るには良好であること

を示している． 
以上のように，申請者は質問者に対して適切な回答者を引き合わせる手法の開発に取り組み，

質問回答文の印象や内容を表現する因子を特定するとともに，質問回答文の因子得点を推定する

独自の推定式を求め，これを使用して，ある質問文に適切な回答を施し得る利用者の推定手法を

求めている．この成果は学術的価値が高いことを各審査員が認めた． 
 
本論文は，以下に示す申請者を筆頭著者とする審査を経た 5 編の論文を基礎としている． 
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